








(まとめ) 

以上の結果を総括すると,環境温が 21℃から 27℃の間では,重症心身障害児でも,健康な小

児と同様な体温のパターンを示すが,重症な脳性麻痺児が大部分を占めている重症度Ⅰの

group では,環境温によって体温の動揺が大きくなる傾向がみられ,とくに室温が 28℃にな

ると,平均体温が上昇していく傾向がみられ,また,体温の日内変動も 1℃をこま者が多く

みられた。 

すなわち,重症な障害をもつ患児ほど,体温調節機構が不備であることが示唆された。 


